
測温抵抗体（参考資料） 温 度
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注意：シース測温抵抗体は、500℃までである。
　　　 t は＋、－の記号に無関係な温度（℃）で示される測定温度

■シース型白金測温抵抗体
金属シースとＮｉ線（4,6線）などの間に無機絶縁物を機械的に
強固に充填した中に白金抵抗素子が内蔵されています｡
シース測温抵抗体は機械的に丈夫で、耐久性に優れているだけで
なく、曲げ加工が容易です｡また、外部の雰囲気に侵されること
なく十分な耐熱性を持っています｡

■シールパイプ型測温抵抗体
従来は、パイプの中に絶縁管を使用して製作されていたた
め、保護管の径も大きく、また、素子もマイカ巻型を使用し
ていましたが、当社では素子の小型のものから製作可能にな
ったため保護管をφ0.25〜各種製作可能になりました｡更に、
マグネシアの粉末を充填して伝導率を向上させ使用しやすい
型に製作しています｡

■測温抵抗体（JIS C 1604-2013）より規定されている絶縁抵抗

■測温抵抗体（JIS C 1604-2013）
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